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▶「
お
か
げ
様
感
謝
デ
ー
」で
炊
き

出
し
訓
練
を
行
う
地
域
住
民（
10
月

20
日
、川
口
運
動
公
園
）

◀
俳
優・
星
野
知
子
さ
ん
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理

事
長・田
中
仁
さ
ん
ら
が
登
壇
し
た

「
震
災
20
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
10
月

19
日
、ア
オ
ー
レ
長
岡
）

1山古志地域で行ったバルーンリリース山古志地域で行ったバルーンリリース2キャンドルの前で「みらいへのメッセージ」を読み上げる川口中学校の生徒キャンドルの前で「みらいへのメッセージ」を読み上げる川口中学校の生徒3アオーレ長岡でアオーレ長岡で
献花する深沢小学校の児童（全て10月23日）献花する深沢小学校の児童（全て10月23日）

　
10
月
か
ら
、小
国
診
療
所（
小
国

町
楢
沢
）
が
新
し
い
体
制
で
診
療

を
始
め
ま
し
た
。
民
間
事
業
者
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
運

営
を
行
う「
指
定
管
理
者
制
度
」を

導
入
。
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
医
療

を
支
え
て
き
た
、
社
会
医
療
法
人

崇
徳
会
が
管
理
者
に
な
り
ま
し
た
。

　
医
師
が
３
人
体
制
で
診
療
す
る

ほ
か
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
対
応
。
高
齢
者
向
け
の
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
マ
シ
ン
な
ど
を
置
く
専

用
の
部
屋
を
新
た
に
設
け
、
理
学

療
法
士
が
常
駐
し
ま
す
。
介
護
予

防
や
健
康
寿
命
延
伸
に
取
り
組
み
、

よ
り
充
実
し
た
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　
市
は
今
後
も
、
地
域
住
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
保
健
医
療
課
Ｔ
39
・
２
３
８
３

　
小
国
診
療
所
T
95
・
２
０
１
０

小国
診療所

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

地
域
医
療
の
充
実
へ

　糖尿病などの生活
習慣病は、次第に血
管が弱って脳梗塞に

なったり、体が弱って転んで骨折した
りということを起こりやすくします。
地域のかかりつけ医としての機能をよ
り強化するとともに、運動と結び付け
ることで新しい形の医療を提供し、み
なさんの健康を支えていきます。
　今後は、介護保険の通所リハビリや
訪問リハビリも実施予定です。筋力の
低下や術後のリハビリをしたいという
方は気軽にご相談ください。

地域に届ける新しい医療
ぜひ気軽に相談を
小国診療所 院長
福居 和人 さん

新設したリハビリ室新設したリハビリ室
導入する高齢者向けの導入する高齢者向けの

フィットネスマシン（イメージ）フィットネスマシン（イメージ）

　雪国植物園が、民間団体などが管理し生物多様
性の保全が図られている区域として、環境省の「自
然共生サイト」に認定されました。県内での認定
は、越路地域の「朝日城の森」に続き２件目です。
　約850種類の植物が伸び伸びと育ち、里山の原
風景を見ることができる同園。管理する平成令終
会や市民ボランティアによって、豊かな自然生態
系と美しい景観が維持されています。

雪国植物園が国の自然共生サイトに認定雪国植物園が国の自然共生サイトに認定

　市と協定を結ぶコニカミノルタジャパン㈱の社
員約50人が、研修で山古志地域を訪問。連携事項の
一つである「テレワークを軸とした関係・交流人
口創出による地方創生」に基づき行われました。
　参加者は、闘牛場でデジタル村民※が制作した
ＡＲ（拡張現実）を体験したり、中越大震災の発
生当時の状況や復興への歩みの説明を受けたりし
て、地域の歴史や文化を学びました。（10月８日）

社員研修で関係・交流人口の創出へ社員研修で関係・交流人口の創出へ

※�デジタル村民…「電子住民票」を兼ねた錦鯉のデジタルアートの
購入者。インターネットを通じて地域づくりに参加しています

１

２

３

つたえる
つながる
そなえる

　平成16年10月23日に発生した中越大震災から20年
の節目に合わせ、長岡・山古志・川口地域で、追
悼と感謝の想いを込めてさまざまな行事を行いま
した。
　大規模な自然災害が頻発する近年。今こそ、震
災を知らない世代へその経験や教訓を伝え、地域
や世代を超えて身近な人とつながり、日頃から災
害に備える意識を高めていきましょう。

問地域振興戦略部Ｔ39・2260

10.23
中越大震災から20年

▲各家庭のブレーカーを落とし、震災直後を想定▲各家庭のブレーカーを落とし、震災直後を想定
した自宅内停電を行う「ブラックアウト大作戦」。した自宅内停電を行う「ブラックアウト大作戦」。
電気のない生活を体験し、災害への備えが十分か電気のない生活を体験し、災害への備えが十分か
を確認しました（10月19日～ 23日）を確認しました（10月19日～ 23日）

想
い
を
共
有
し
、

　
次
の
災
害
に
備
え
る


